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戦評

立命のセンターパスで試合が開始された女子準決勝は試合開始早々から攻守が入れ替わ
るスピーディーな展開が続く。７分、立命ＦＷ上舘が東海ＤＦの裏に抜け出し、最初のチャン
スを得るが、東海はＧＫ清水の好セーブで防ぐ。18分、東海もゴール前まで攻め込むものの
シュートを打つことが出来ない。その後は、両チーム共中盤での激しい攻防を続ける。30分、
東海が両チーム通じて初のＰＣを獲得するが、得点には繋がらず、両チーム無得点のまま前
半戦が終了。
後半戦は、東海がペースを握り、40分、ＰＣを獲得。ＦＢ佐々木のパスからＦＷ山口が押し込
み、待望の先制点をあげる。反撃する立命は、55分、60分ＰＣのチャンスも、決めきることが
出来ない。65分、立命はＰＣを得ると、ＭＦ佐々木の巧みパスをＦＷ塩入谷が合わせ、同点
ゴール。そのまま１－１の同点で後半終了。ＳＯ戦の結果、３－２で東海が勝利し、2年連続
18度目の決勝進出を決めた。
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戦評

女子準決勝、山梨対天理は山梨のセンターパスで行われた。立ち上がりから波にのった山
梨は5分はＰＣを獲得。ＦＢ近藤が強烈なヒットシュートで先制。追いつきたい天理は鋭いパス
を繋ぎ、じわじわと山梨陣内に攻め込みペースを握るものの山梨ＤＦを崩せない。山梨が１
－０のリードで前半終了した。後半開始直後の39分、山梨学はＦＢ中尾がサークル内にボー
ルを運び、そのセンタリングを受けたＦＷ河村がシュートを決め２－０とする、反撃する天理
は48分天理はこの試合初のＰＣを獲得。ＭＦ松本のスイープパスをＦＢ勝又がタッチシュート
でゴール左中段に決め、1点差とする。しかし、５９分に山梨ＭＦ西永の強烈なヒットシュート
が決まり、３－１となる。このまま試合が終了するかと思われたが、あきらめない天理は６７
分にＭＦ江村がＦＧを決め、１点差に詰め寄る。あと１点差に迫る天理は69分にＰＣを獲得。Ｆ
Ｗ辻井が価千金の同点ゴールを決め、ＳＯ戦にもつれ込む。ＳＯ戦は天理がＧＫ景山の大活
躍で勝利し、2年ぶり29度目の決勝進出を決めた。
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戦評

男子準決勝第2戦は立命館大学対明治大学となった。立命は開始早々からスピードにのり
明治陣内で進める。対する明治は自陣からロングボールをＦＷに繋ぎ、効率よく攻撃に繋げ
る。そして、２１分明治はＰＣを獲得。ＦＢ谷光がフリックシュートをゴール右下に決め、先制。
追う展開となった立命はサイドチェンジを繰り返し、明治ゴールを脅かす。29分に立命はＰＣ
を獲得。ＦＷ大橋がフリックシュートをゴール左中段に決め同点とする。勢いにのる立命は果
敢に攻め込むが追加点を挙げられないまま前半を１－１の同点のまま折り返す。
後半も立命が速いパス回しから何度もチャンスをつくるがシュートまで結びつけることが出来
ない。互いに勝ち越しを狙い、一進一退の攻防を続ける、20分に明治はＦＷ大嶋がドリブル
突破でチャンスを掴みかけるが立命のＤＦ陣に阻まれる。粘る立命は終了1分前の69分にＰ
Ｃを獲得し、ＦＢ落合が見事なフリックシュートをゴール左上に決め決勝ゴールとし、そのまま
試合終了。立命は2年連続16度目の決勝戦進出を果たした。
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戦評

男子準決勝は天理大学対山梨学院大学の対戦となった。試合開始早々両チーム激しい攻
防が続く。山梨はカウンターから攻撃を仕掛けるが天理の堅守によりチャンスを得ることが出
来ない。試合が動いたのは21分、天理はＰＣを獲得。ＦＢ膳棚のフリックシュートがゴール右
下に決まり先制。その後も天理は猛攻を仕掛けるが得点できないまま前半終了。
後半開始早々山梨は速いパス回しから攻め込みＭＦ福居のセンタリングをＦＢ長岡が押し込
み１－１の同点とする。追いつかれた天理は41分にＰＣを獲得。またもＦＢ膳棚がフリック
シュートをゴール左下に決め、２－１と突き放す。対する山梨もカウンターからＦＷ大家を中
心に天理陣内で攻め込むが得点には結びつかない。天理は落ちついたゲーム運びで優勢
に攻撃を仕掛けるが追加点を挙げることが出来ない。試合終了間際、粘る山梨はＰＣを獲
得。しかし天理はＧＫ井川が好セーブでピンチをしのぎ試合終了。２－１で天理の勝利。天理
大は2年ぶり26度目の決勝戦進出を決めた。
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